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昨年度にふるさと納税制度を活用し、ガバメントクラウドファンディングを実施した

市内事業者が、ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」の「ふるさとチョイスア

ワード2021」において、「チョイス事業者部門大賞」を受賞しました。なお、この大賞

の受賞は新潟県内初です。 

 

１ 受賞プロジェクトについて 

(１) 受賞者  越後妻有のごちそう家ごったく 代表 福嶋 恭子さん  

（２）プロジェクト名 

 「共同食品加工所を作り、チャレンジできる女性農業者を増やしたい！」 

※十日町市ビジネスプランコンテスト「トオコン2019」グランプリ受賞プラン 

（３）事業概要  食品加工を通して女性農業者が活躍できる環境を整備するため、空 

き家を改修し、共同食品加工所を作るとともに加工所でできた商品 

を全国へ広めるもの。 

 

２ 「ふるさとチョイスアワード2021」について 

（１）概要 

「ふるさとチョイス」を運営する株式会社トラストバンクが主催し、全国各地の

自治体がふるさと納税を活用した様々な取り組みの中から、地域の課題解決や地域

活性化などにつながった優良事例を表彰するもの。（今回で８回目） 

（２）今回の応募状況 

   全国103自治体148事例 

（３）部門について 

①チョイスルーキー部門、②チョイス事業者部門（2020年新設）、③チョイス自

治体職員部門、④未来につながるまちづくり部門の４部門があり、それぞれ大賞を

決定するもの。福嶋さんのプロジェクトは、ふるさと納税を活用して地域産品の価

値を高め、地域経済の活性化やまちの魅力づくりに貢献したことが高く評価され、

「チョイス事業者部門」にノミネートされました。 
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（４）受賞決定日：令和３年10月16日（土） 

   東京国際フォーラムで公開プレゼンテーションが開催され、本プロジェクト代表

の福嶋恭子さんがオンラインで登壇しました。 

※「ふるさとチョイスアワード2021」特設サイトで公表しています。  

    https://www.furusato-tax.jp/feature/award/2021/ 

 

４ 「ふるさとチョイスアワード2021」の動画ついて 

 後日、「ふるさとチョイスアワード2021」のダイジェスト動画がふるさとチョイ 

ス公式YouTubeで公開されます。 

 

 

■お問合せ先  

 十日町市企画政策課 移住協働推進係 

 担当：大嶋  ☎025-755-5137 







「ふるさとチョイスアワード2021」大賞一覧

部門名 部門詳細 発表者 発表タイトル 発表概要

1
チョイスルー

キー部門

ふるさと納税担当に就

任して1年目の方で、

これから地域を良くし

たいという想いのある

方の「まちへの想い」

「未来への決意表明」

に関する部門

高知県馬路村

職員

西川 哲人

苦境から生まれた

返礼品

ふるさと納税の使い道として、医療従事

者へのサポートを新設。事業者と商品開

発をした結果、村内や近隣町村の医療従

事者約500名に対して、ゆずとはちみつド

リンク「ごっくん馬路村」、「木のコー

スター」、「馬路温泉入浴券」を贈呈。

2
チョイス事業者

部門

ふるさとの納税の取り

組みによって、地域産

品の価値を高めたり、

地域経済の活性化やま

ちの魅力づくりに貢献

した事業者の取り組み

に関する部門

新潟県十日町市

越後妻有のごちそ

う家ごったく

福嶋 恭子

共同食品加工所を

作りチャレンジで

きる女性農業者を

増やしたい！

「十日町市ふるさと起業家支援事業」で

ガバメントクラウドファンディングを利

用し、女性農業者が女性ならではのアイ

デアと意欲を発揮して農業を続け、チャ

レンジできる環境づくりを目指す。農産

物の共同加工所建設と、女性ワーキング

グループづくりで農業人口増加、６次産

業及び冬期所得の向上に寄与。

3
チョイス自治体

職員部門

熱い想いでまちのため

に頑張っている、自治

体職員の取り組みに関

する部門

福岡県北九州市

職員

内海 友宏

感染症を契機に変

わる・変える。ふ

るさと納税による

地方創生

2018年度より、一括委託から「バック

ヤード業務は委託、それ以外の返礼品の

発掘・ＰＲを地元出身の市職員が行う体

制」へ変更。市内を巡り、PC操作のレク

チャーやＥＣサイトの価値を伝えるなど

事業者と信頼関係を築き、地場のモノづ

くり技術の粋を集めた返礼品を導入。新

型コロナウイルスで産業が停滞する現在

においても、返礼品として商品ＰＲに取

組む。

4
未来につながる

まちづくり部門

ふるさと納税を活用

し、未来につながるま

ちづくりを行っている

取り組みに関する部門

島根県海士町

職員

松田 昌大

本当の意味で持続

可能な島へ。小さ

な島の大きな挑戦

島の未来をつくる熱量に投資し新たな挑

戦を支援するために、ふるさと納税を原

資とした基金、「未来共創基金」を設

立。


